



Factors and Problems on Teamwork Created from Active Learning of 
College Students 





















































予めシナリオがあり，ジェスチャーだけの約 10 分の寸劇（衣装や小物など自由） 
役割分担：リーダー以外はメンバー間で自由に決める． 









































1 コマのグループワーク：授業 90 分のうち，教員から目的や課題説明 10 分，討論 30～45
分，発表 1 グループ 5～10 分，教員からのフィードバック・まとめ 10 分 
2 コマのグループワーク：1 コマ目は教員から目的や課題説明 10 分，グループワーク 80 分，





















2019 年 4 月～9 月に「チームワークに関する質問」（付表 1）と題した質問紙を大学 1～4
年生（一部の質問に関して短期大学 1 年生）を対象に大学の正課授業にて調査を行った．内
訳として A 大学（関東 4 年制女子大学，2～4 年生 44 名）B 大学（関西の 4 年制大学，2～

















自己との対話，1 対 1 のみならず，複数以上の参加者による話し合いも『対話』」2）とし
て捉え，対話の目的を「相互理解の深化」「自己変革」「新たな知見や価値を創り出すこと」






























問いに対して「ある」と答えた学生が 113 名中 103 名（91.1%）おり，その理由として，「説


















た 33 名（29.2%）の理由に「乱したくない」6 名，「自信がない」5 名，「説得できない」1 名 
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表 1 質問 1：能動的学習（グループワーク）で難しいこと 

















































（10 名）8.8%  
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大学生の能動的学習から創られるチームワークの要因と課題点
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か分からない」12 名「コミュニケーション能力の不足」8 名「敬語の問題」2 名など，間違
いを恐れる気持ちや語彙・表現能力の不足のため相手に正しく伝わらないのではないかと


















































注 1）「チーム」の定義は，一般的に，D.R.Ilgen の“Teams Embedded in Organizations-Some 
Implications”4）で述べられた概念を J.R.Hollenbeg が“Beyond Team Types and Taxonomies: 
A Dimensional Scaling Conceptualization for Team Description”5）においてまとめた「成果に
対する説明責任を共有する個人が，互いに依存し合うグループ」とされる．原文は，「Teams 
have been defined as small groups of interdependent individuals who share responsibility for 
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大学生の能動的学習から創られるチームワークの要因と課題点






関東地区 ・ 関西地区       学年         性別          
 
１．能動的学習（グループワーク）で難しいことは何ですか．〇して下さい（３つ） 
課題の方向性 メンバーとの対話 情報収集 リーダーシップ 役割分担 論理的思考力 
その他（                     ） 
 
２．グループで成果を上げるために何が必要か．〇して下さい（3 つ） 
課題の方向性 メンバーとの対話 情報収集 リーダーシップ 役割分担 論理的思考力 
その他（                     ） 
 
３．グループワークでリーダーをしてもよいですか．〇して下さい（1 つ） 
構わない  言われたらする できればしたくない 絶対したくない 
（理由：                                ） 
 
４．グループワークでメンバーの意見と異なったらどうしますか．〇して下さい（1 つ） 
  自分の意見をはっきり言う  周りに自分の意見が同じ人がいたら言う 言わない 





（理由：                                ） 
 
















ありがとうございました．                            
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